
 

 

 

 

東
峰
村
秋
ま
つ
り
で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
に 

ご
協
力
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
東
峰
村
秋
ま
つ
り
に

て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
皆

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
東
峰
村
の
様
々
な
地

域
活
動
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
募
金
は
１２
月
末
ま
で
続
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

寄 

付 

金 

令
和
７
年
９
月
13
日
よ
り
令
和
７
年
11
月
13
日

ま
で
の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◎
香
典
返
し
寄
付 

  

・
小
石
原
南
区 
宝
ヶ
谷 

 
 

 

妙
隆
寺 

中
野 
前
良 

様
（
故 

前
徳 

様
） 

 

・
小
石
原
南
区 

南
の
原 

 
 

 

手
嶋 

順
介 

様
（
故 

タ
ツ
ミ 

様
） 

 

・
中
原
地
区 

真
加
田 

 
 

 

眞
田 

信
明 

様
（
故 
順
子 

様
） 

 

・
大
行
司
地
区 

大
行
司
東
一 

 
 

 

井
上 

能
成 

様
（
故 

小
千
枝 
様
） 

 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
寄
付
金
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

高
齢
者
大
学
の
開
催 

 
 

１１
月
１１
日
（
火
）、
日
帰
り
研
修
に
て
熊
本
県
・
阿
蘇
に
行
き
ま
し
た
。
研
修
先
の
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
震
災
遺
物
や
シ
ア

タ
ー
を
見
て
、
当
時
の
被
害
状
況
や
発
災
後
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
展
示
物
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
の
実
体
験
を
踏
ま
え
た
お
話
に
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
説
明
の
な
か
に
、『
熊

本
で
は
大
き
な
地
震
が
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

印
象
に
残
る
と
と
も
に
、
改
め
て
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
備
え
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
東
峰
村
も
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
の
経
験
は
な
い
も
の
の
、
西

山
断
層
帯
が
あ
り
、
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
の
備
え
が
重
要
で
す
。
例

え
ば
、
地
震
に
対
す
る
１０
の
備
え
で
は
、
家
具
の
固
定
化
や
消
火
器
、
非
常
食
な
ど
の
事
前

準
備
、
避
難
経
路
の
確
認
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
定
期
的
に
確
認
す
る
機

会
を
も
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ま
た
、『
奇
跡
の
集
落
』
と
呼
ば
れ
た
西
原
村
で
は
、
熊
本
地
震
の
際
、
34
棟
中
30
棟
が

全
壊
、
９
人
が
家
の
下
敷
き
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
同
士
が
屋
根
を
の
こ
ぎ
り
で
切
る
な

ど
し
て
全
員
救
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
地
区
で
の
付
き
合

い
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
や
、
定
期
的
な
訓
練
が
活
か
さ
れ
た
結
果
、
起
こ
せ
た
奇
跡
で

す
。
こ
れ
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
か
ら
つ
な
が
り
、
非
常
時
に
も
安
心
で
き
る
地

域
に
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

          

 
 

   

 

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

東
峰
村
社
協
で
は
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
東
峰
村
に
し

て
い
く
た
め
に
、
毎
月
１
回
、
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
困
る
前
に
一
緒

に
考
え
た
り
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
場
所
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

【
１１
月
の
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
】 

日 

時
：
令
和
７
年
11
月
27
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

13
時
30
分
～
15
時
ま
で
（
90
分
） 

テ
ー
マ
：
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と 

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て 

講 

師
：
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

笠
野 

恵
理 

氏 

場 

所
：
い
ず
み
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室 

  

【
１２
月
の
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
】 

日 

時
：
令
和
７
年
１２
月
２４
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

13
時
30
分
～
15
時
ま
で
（
90
分
） 

テ
ー
マ
：
身
元
保
証
支
援
に
つ
い
て 

講 

師
：
一
般
社
団
法
人 
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
結 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表
理
事 
永
田 

啓
造 

氏 

場 

所
：
い
ず
み
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室 

  

※
い
ず
れ
も
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
東
峰
村
社
協 

（
☏
７
４
ー
２
０
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
際
に
、
無
料
の
介
護
相
談
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

～
あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
、 

技
能
を
い
か
し
ま
せ
ん
か
～ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
内

に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
い
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

 

◆
会
員
に
な
る
に
は 

 

東
峰
村
に
お
住
ま
い
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
（
入
会
時
に
年
会
費
千
円

が
必
要
で
す
） 

◆
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

 

地
域
の
家
庭
や
、
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
依
頼

さ
れ
た
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が
請
負
、
会
員
の
方
へ
依
頼

し
ま
す
。 

会
員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た
は
遂
行

し
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受
け
取
り

ま
す
。 

主
に
、
草
刈
り
作
業
や
庭
周
り
の
除
草
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 ◆
お
問
い
合
わ
せ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
  

（
事
務
局
：
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
） 

  

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金 

 
 

 
 

 
 

を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

「
介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー
」 

 

○
日
時 

福
岡
地
区 

令
和
７
年
12
月
18
日
（
木
） 

北
九
州
地
区 

令
和
７
年
12
月
21
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

午
前
11
時
～
午
後
４
時
ま
で 

○
会
場 

福
岡
地
区 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
） 

 
 

 
 

北
九
州
地
区 

ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
北
九
州
市
） 

○
内
容 

介
護
に
お
け
る
基
本
動
作
か
ら
実
践
的
動  

 
 

 
 

作
ま
で
を
実
技
を
通
し
て
再
確
認
し
ま
す 

○
対
象 

介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課
程
修
了 

者
で
、
介
護
分
野
に
就
業
し
て
い
な
い
方 

（
各
地
区
定
員
40
名
先
着
順
） 

〇
参
加
費 

無
料 

 
 

 
 

○
問
い
合
わ
せ 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

施
設
・
人
材
・
研
修
部 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
１
０ 

 

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て 

  

住
民
の
方
々
が
抱
え
る
困
り
ご
と
や
日 

常
生
活
上
の
様
々
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て 

の
相
談
、
ま
た
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
国 

の
行
政
機
関
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
な
ど 

そ
の
他
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な 

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
に
応
じ
ら
れ
る
方
々
は
、
民
生
委 

員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相 

談
員
の
方
々
で
す
。
ま
た
、
司
法
書
士
の 

方
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

詳
し
い
開
催
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

東
峰
テ
レ
ビ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

 

相 談 日 場 所 相談時間 

12 月 1０日 いずみ館 10時～正午 

３月１１日 喜楽来館 10時～正午 

 

東峰村社協だより 
第１１４号 

令和７年１１月 15 日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏  0946-74-2012 

旧 東海大学 阿蘇校舎 

地震で現れた、地表地震断層 



 

 

 

 

 

健
康
運
動
教
室
の
開
催 

 

 

10
月
８
日
（
水
）
に
鶴
窓
会
、
10
月
23
日
（
木
）

に
長
生
会
で
「
健
康
運
動
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
原
鶴
温
泉
病
院
の
作
業
療
法
士
を
お
迎

え
し
「
フ
レ
イ
ル
予
防
（
加
齢
に
伴
う
心
身
の
衰
え
を

防
ぐ
こ
と
）」
を
テ
ー
マ
に
、 

分
か
り
や
す
い
講
義
と
家
庭 

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
軽
体 

操
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
維 

持
へ
の
意
識
を
高
め
る
良
い 

機
会
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も 

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
毎 

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
フ
レ 

イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で
い 

き
ま
し
ょ
う
。 

朝
倉
郡
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会 

 
 

 
 

 
 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

 

１１
月
５
日
（
水
）
に
緑
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ふ
れ
あ
い
広

場
（
筑
前
町
）
で
、
朝
倉
郡
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
筑
前 

町
よ
り
１４
名
、
東
峰
村
か
ら 

９
名
参
加
し
総
勢
２３
名
で
プ 

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ 

の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親 

睦
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て 

い
ま
す
。
ま
た
、
東
峰
村
身 

体
障
が
い
者
福
祉
協
会
で
は
、 

会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま 

す
の
で
、
入
会
希
望
の
方
は 

社
協
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

  
１０
月
３０
日
（
木
）、
い
ず
み
館
に
て
、
司
法
書
士
の

本
田
久
美
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
『
相
続
登
記
の
申
請

義
務
化
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相

続
登
記
は
令
和
６
年
４
月
に
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
社
協
の
開
催
す
る
心
配
ご
と
相
談
で
も
、『
ど
の

よ
う
に
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
』
と
い

っ
た
ご
相
談
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
講

座
で
は
『
自
分
で
登
記
申
請
の
手
続
き
が
で
き
る
』
を

目
標
に
、
法
務
省
作
成
の
登
記
手
続
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
、
学
び
ま
し
た
。 

◆
相
続
登
記
完
了
ま
で
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
◆ 

【
ス
テ
ッ
プ
①
戸
籍
の
証
明
書
の
取
得
】
ま
ず
は
相
続

の
開
始
の
証
明
と
法
定
相
続
人
を
特
定
す
る
た
め
の

戸
籍
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
戸
籍
の
証
明
書
は
そ
れ

ぞ
れ
の
戸
籍
ご
と
に
、
本
籍
の
あ
る
市
区
町
村
へ
請
求

し
ま
す
。 

【
ス
テ
ッ
プ
②
遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成
】
協
議
に
よ

る
土
地
・
建
物
の
所
有
者
の
確
定
と
そ
れ
を
確
認
で
き

る
書
面
の
作
成
が
必
要
で
す
。 

【
ス
テ
ッ
プ
③
登
記
申
請
書
の
作
成
】
登
記
申
請
書
は

手
書
き
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
も
可
能
で
す
が
、
Ａ
４
の
用

紙
に
縦
置
き
・
横
書
き
で
片
面
印
刷
を
す
る
な
ど
細
か

な
ル
ー
ル
に
従
い
、
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
ス
テ
ッ
プ
④
登
記
申
請
書
の
提
出
】
申
請
書
は
申
請

す
る
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
の
窓
口

に
持
参
す
る
か
、
郵
送
す
る
こ
と
で
提
出
が
で
き
ま

す
。 

【
ス
テ
ッ
プ
⑤
登
記
完
了
】
法
務
局
よ
り
登
記
完
了
証

等
が
交
付
さ
れ
る
と
、
そ
れ
で
終
了
と
な
り
ま
す
。 

 

相
続
登
記
は
義
務
化
さ
れ
た
令
和
６
年
４
月
以
前

に
開
始
し
た
も
の
も
登
記
が
必
要
で
す
。
一
人
で
悩
ま

れ
る
前
に
、
一
度
、
心
配
ご
と
相
談
会
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

敬
老
の
日
を
祝
し
記
念
品
の
贈
呈 

 

 

９
月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
１
週
間
、
老
人
の
日
・ 

老
人
週
間
に
あ
わ
せ
、
各
地
で
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
福 

す
る
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
村
と
の
共
催
で
、
７０
歳
に 

な
ら
れ
た
方
、
７７
歳
、
８８
歳
、
１００
歳
以
上
の
方
々
へ 

長
寿
を
祝
福
し
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催 

 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
８
ケ
所
で
「
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を

各
地
区
の
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

９
月
11
日
に
長
命
会
、
10
月
15
日
に
福
寿
会
、
10

月
30
日
に
寿
会
、
11
月
13
日 

に
大
原
会
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
管
理
栄
養
士
の
床 

嶋
純
子
先
生
を
お
迎
え
し
、 

「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
」 

を
テ
ー
マ
に
、
食
事
や
生
活
習 

慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
わ
か
り 

や
す
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
あ 

と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ 

ニ
ュ
ー
を
調
理
し
、
み
ん
な
で 

会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

東
峰
学
園
で
の
福
祉
教
育
の
開
催 

１１
月
６
日
（
木
）、
東
峰
学
園
に
て
7
年
生
の
皆
さ

ん
に
向
け
て
、
『
み
ん
な
で
た
の
し
も
う
大
作
戦
！
～

だ
れ
も
が
た
の
し
め
る
ヒ
ン
ト
講
座
～
』
と
題
し
、
福

祉
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７

年
生
は
毎
年
、
村
内
に
あ
る
高
齢
者
施
設
、
清
和
園
と

宝
珠
の
郷
へ
訪
問
し
、
高
齢
者
と
の
交
流
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
も
、
７
年
生
も
、
誰
も
が
楽

し
め
る
よ
う
、
高
齢
者
と
お
話
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
を
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
誰
も
が
簡
単
に
理
解
で
き
る
ル
ー
ル
、
道

具
の
大
き
さ
や
使
い
や
す
さ
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫

で
、
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
み

ん
な
で
楽
し
め
る
遊
び
と
な
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
、
初
め
て
東
京
に
て
開
催
さ
れ 

る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
国
際
的 

な
、
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に 

く
い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
）
を
例
に
、
普
段
、
７
年
生 

の
皆
さ
ん
が
経
験
し
た
こ
と
の 

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
対
し
て 

の
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
工 

夫
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
機 

会
で
、
７
年
生
は
、「
ち
ょ
っ
と 

や
り
方
を
変
え
た
ら
、
み
ん
な 

で
同
じ
よ
う
に
遊
べ
る
」
と
い 

っ
た
気
づ
き
も
得
る
こ
と
が
出 

来
て
い
ま
し
た
。
福
祉
教
育
は 

自
分
以
外
の
誰
か
を
知
り
、
自 

分
も
、
他
者
も
、
大
切
に
で
き 

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
ぜ 

ひ
、
み
な
さ
ん
も
『
自
分
以
外 

の
だ
れ
か
』
に
つ
い
て
知
っ
て 

み
る
機
会
を
作
り
ま
せ
ん
か
。 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労
者
表
彰 

 

10
月
３１
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
、
令
和
７
年
度
福

岡
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
東
峰
村
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
（
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
）
の
岩
田
渉
氏
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功

労
者
と
し
て
、
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
会
長
は
、
平
成
１９
年
１２
月
か

ら
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
ま
た
令
和
元
年
１２
月

か
ら
は
同
協
議
会
会 

長
と
し
て
、
住
民
か 

ら
の
相
談
に
応
じ
、 

適
切
な
助
言
や
援
助 

を
行
う
な
ど
、
東
峰 

村
に
お
け
る
社
会
福 

祉
の
増
進
に
長
年
尽 

力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
の
開
催 

 

１０
月
３１
日
（
金
）、
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・
村
木
厚
子
氏
よ
り
、「
と
も
に

生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
を 

実
現
す
る
た
め
に
～
誰
も
が
力 

を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し 

て
～
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、 

「
地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
地 

域
住
民
や
福
祉
関
係
者
、
各
種 

団
体
な
ど
が
持
つ
力
・
役
割
・ 

資
源
を
活
か
す
こ
と
が
一
層
求 

め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
お
話
を 

伺
い
ま
し
た
。 

 
 

東
峰
村
社
協
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

開
設 

  

令
和
７
年
１０
月
、
東
峰
村
社
協
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
を
開
設
し
ま
し
た
。
初
回
と
な
る
動
画
『
東

峰
村
に
み
ん
な
の
コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
る
ま
で 

パ

ー
ト
１
』
は
、
東
峰
村
食
品
ア
ク
セ
ス
緊
急
対
策
地

域
協
議
会
あ
ら
た
め
、
東
峰
村
の
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
を
み
ん
な
で
語
る
会
の
取
り
組
み
に
至
る

ま
で
の
流
れ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
東
峰

村
で
の
買
い
物
の
難
し
さ
や
買
い
物
支
援
の
現
在

の
状
況
な
ど
、
村
の
現
状
を
簡
単
に
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
少
し
ず
つ
地
域
協
議
会
の
歩
み

を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

来
年
、
オ
ー
プ
ン
予
定
の
コ
ン
ビ
ニ
も
、
東
峰
村
の

み
ん
な
で
支
え
て
、
村
の
み
ん
な
の
暮
ら
し
も
支

え
て
も
ら
え
る
形
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な

る
た
め
に
は
、
村
の
み
な
さ
ん
の
声
や
コ
ン
ビ
ニ

が
出
来
る
ま
で
の
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
み
に
待
つ
気
持

ち
が
大
切
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
期

間
、
東
峰
村
の
暮
ら
し
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
、

地
域
協
議
会
に
村
の
皆
さ
ん
の
お
声
を
た
く
さ
ん

届
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

▶
▶
▶ 

 

こ
ち
ら
よ
り 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 


